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紀州地域本部はAコープかわべ店で秋のマルシェを開催しま
した。女性会や産直部会などにもご協力いただき、「国消国産」
に関連した様々な催しを行いました。お年寄りからお子様まで
幅広い世代の方々に楽しんでいただき、大盛況となりました。秋のマルシェを開催！

千葉ロッテファン感謝デー
紀州の特産品を販売！

印南町の日裏町長と
花き類、豆類、ミニトマトをPR
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印南町の日裏町長とJA職員は名古屋青果株式会社と株式
会社名港フラワーブリッジを訪問し、関係者に向けて今年産
の花き類、豆類、ミニトマト等をPRしました。JA職員は「安
定生産・安定出荷に向け、町と協力しながら頑張っていきたい」
と挨拶し、生産資材の高騰など産地の状況についても説明し
ました。町長も、農業立町として今後もJAと連携し、地域農
業の発展と安定生産に取り組む考えを示しました。

ZOZOマリンスタジアムにて開催された千葉ロッテマリーン
ズファン感謝デー「MARINES FAN FEST 2025」に出展し、
ミニトマト、豆類、スターチスなど農産物や梅干し、お菓子
などの加工品を販売しました。会場には開始前から多くのロッ
テファンが訪れ、終始大賑わい。16品種・約1600点が全て
完売しました。特に野菜類は午前中に売り切れ、梅干しの試
食も大好評でした。持って帰れないお客さんにもパンフレッ
トを配布し、今後のリピートを期待しています。

国消国産とは？
国民が必要とし消費する食料は、できるだけその国で生産
するという考え。JAグループは「国消国産」の発信に努めて
おり、10・11月を「国消国産月間」と定めています。

「国消国産」「国消国産」

女性会川辺ブロックは地元
の新米や野菜を使用したカ
レーライスの振舞い、おでん
の販売を実施！

産直商品をお買い上げの方限定で
お米盛り放題チャレンジを実施しました！

国産小麦を使用したパンなどを販売！
スタンプ3つで
Aコープ割引券と交換！

子どもたちに大人気！

紀
州
備
長
炭
使
用
！

なんでも撒き

日高川営農
販売

センター

「みかんの
　重さ当て

ゲーム」

ピッタンコ賞
「ゆらっ子」5kg‼

焼き芋カー

綿菓子

Aコープかわべ店 
野外市場

産直部会
野外市場

焼き鳥

スタン
プラリー
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11月上旬より、紀州地域本部オリジナルブラン
ドの「赤糖房」「優糖星」「王糖姫」の出荷が開始
しています。出荷は6月末まで続き、関西、中京、
関東など全国各地へ出荷します。「赤糖房」は糖
度8.5度以上、「優糖星」は糖度8.0度以上、「王糖姫」
は糖度7.0度以上をクリアした高糖度ミニトマト。
紀州地域本部ミニトマト部会では長年続くブラン
ドを守るため、栽培に厳しい基準が設けられてい
ます。為橋部会長は「味にこだわって栽培してい
ます。今年も抜群の食味に仕上がっており、消費
者の皆さまに喜んでいただけると思います」と話
します。

12月上旬に迎春用の千両の出荷作業
を行い、関西、中京などの市場に出荷
を行いました。千両は上向きに実がつ
くことから縁起物とされ、お正月の飾
りに使用されます。近年ではレギュラー
出荷以外に「ミニ千両」の出荷も行っ
ており、フラワーアレンジメントに使
用されるなど人気を集めています。中
津花き花木部会の竹内部会長は「高温
の影響で栽培に苦労しましたが、農家
が丹精を込めて、良いものを揃えてい
るので是非お正月の飾りとして使って
いただきたい」と話します。

青年部紀州地域本部はJA役職員との対話集会を開催し、青年部
員とJA役職員ら合計約40名が出席しました。この対話集会は、JA
運営に主体的に参加・参画を行うことが目的で、毎年実施されてい
ます。團栗部長の「4月の合併後、農協体制に変更があった中で、
例年通り開催できたことは非常に意義深いことです」という挨拶か
ら始まり、合併によるスケールメリット、職員の人員配置、今後の
広報活動に関することなど、計11項目の質問・要望が出されました。
JA役職員が1つひとつ返答し、両者の間で理解を深めていただきま
した。

青年部名田・塩屋班の5
名が参加し、現地での視察
を行いました。視察では、
市場関係者との交流を深め
るとともに、今後の市場情
勢について意見交換を行い
ました。

5月に児童と一緒に植え
たおばけカボチャの収穫を
行いました。カボチャは重
さ当てクイズや玄関の飾り
などに使用され、皆さんに
楽しんでいただきました。

他の地域本部の青年部と労働力交換を実施しており、6月にはあ
りだ地域のみかん農家が
紀州地域の梅収穫を手
伝いました。今回はみな
べいなみ支部の梅農家
が、ありだ地域のみかん
の収穫作業を手伝いに行
きました。まだ試験的な
取り組みですが、今後も
拡大に向けて取り組んで
まいります。

ブランドミニトマト
　　　今年も食味良好！

お正月に向け千両を出荷！

青年部 対話集会を開催

JAでは、地域の子ども達の食農
教育を支援しています。営農指
導員をはじめJAの職員、青年部
員、女性会員などが協力し、お
手伝いしています。また、この
活動は、JA共済地域貢献活動に
係る助成金を活用しています。

食農教育支援 12/11 みなべの梅学習

11
26

労働力交換の一環で
　　　　　ありだ地域本部へ

12
2
12
5

岩代小学校

全生徒35
名

岩代小学校が取り組む「みなべ
の梅学習」の一環で、6 月に収
穫し塩漬けした梅を、しそ漬け
にしました。今後は最終工程と
してカップ詰め作業等が予定さ
れています。

なにわ花市場視察研修11
18

食農教育in名田小学校10
30

6月に植えたサツマイモの収
穫を行いました。児童たちは
和やかな雰囲気の中、青年部
員とともに楽しく収穫作業に取
り組みました。

11
7

名田・塩屋班

みなべいなみ支部

青年部活動青年部活動
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管内のジュニアバレーボールクラブを対象に第1回JA
わかやま紀州地域本部カップ争奪ジュニアバレーボール
大会を開催しました。印南町体育センターと印南小学校
体育館で行い、Aグループ7チーム、Bグループ3チーム
が参加。会場は応援やチームの掛け声が響き渡り、目が
離せない熱戦が繰り広げられました。

紀州地域本部管内で栽培
された高糖度のミニトマト!

地元の農家さんが
出品している人気
商品です！

赤糖房

優糖星

からのお知らせ

ご家庭用のパック入り
から贈答用にお使い頂
ける箱入りの商品まで
用途に合わせた商品を
ご準備しています。

スターチスは色とりど
りの商品を販売してお
り、かすみそうは白色
がメインでピンク色な
ども販売中。

12
10

川辺ゲートボール場にて年金友の会主催のゲートボール大会が開催され、
10チーム53名が参加しました。会場には仲間を励ます声や、熱のこもった声
が響き渡り、激戦が繰り広げられました。参加者同士の親睦を深めることがで
き、楽しいひとときとなりました。

準優勝　ちどりチーム 3位　美浜チーム

第1回 JAわかやま
紀州地域本部カップ争奪
ジュニアバレーボール大会

12
7

Aグループ優勝
南部バレーボールスポーツ少年団A

Bグループ優勝
南部バレーボールスポーツ少年団B 選手宣誓 印南はまゆう 山口 莉愛 主将

Aグループ準優勝
印南はまゆうA

Aグループ3位
川辺ひかりA

火縄　侑生
伊藤亜生夏

城　　彩華
酒本　恋羽
藤本　和花
福田　紅梅
片山　結奈

南部バレーボールスポーツ少年団
印南はまゆう

稲原ジュニアバレーボールクラブ
内原バレーボールクラブ
川辺ひかり
日高VBC 
美浜ひまわり

個人賞
優秀選手賞

敢 闘 賞

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

王糖姫

第1回 紀州地域本部
年金友の会 ゲートボール大会

フレッシュマート
特産品直売所

スターチス、かすみそう

販売中！

販売中！

優勝　由良チーム
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つ
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
剪
定
の
実
施

連
年
結
果
樹
で
は
間
引
き
主
体
の
軽
め

の
剪
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
表
年
樹
の

母
枝
の
多
い
樹
で
は
間
引
き
を
行
う
と
同

時
に
新
梢
の
発
生
を
促
進
さ
せ
、
反
対
に

母
枝
の
少
な
い
樹
は
軽
め
の
剪
定
も
し
く

は
無
剪
定
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
中
晩

柑
で
は
樹
が
高
い
ほ
ど
薬
剤
が
か
か
り
に

く
い
た
め
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
多
く
発
生

し
ま
す
の
で
混
み
合
っ
た
不
必
要
な
枝
の

う 

め

梅
園
管
理
に
つ
い
て

◦
病
害
虫

　

�

ノ
コ
メ
ト
ガ
リ
キ
リ
ガ
（
通
称　
モ
モ

ノ
ハ
ナ
ム
シ
）

近
年
、
一
部
地
域
で
、
開
花
期
に
異
常

発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
症
状
は
、
花
を
食

べ
ら
れ
、
着
果
し
な
く
な
り
ま
す
。
被
害

の
あ
っ
た
園
地
で
は
対
策
を
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
ミ
ツ
バ
チ
設
置
前
）

　

�

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤　
2,000
倍　
収

穫
前
日
ま
で　
3
回
以
内

　

�

※
ケ
ム
シ
類
と
し
て
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ

ロ
ア
ブ
ル（
4,000
倍
／
前
日
／
2
回
以
内
）

◦�

土
つ
く
り
（
根
を
元
気
に
！
安
定
生
産

の
た
め
の
重
要
な
対
策
で
す
）

秋
～
冬
は
土
つ
く
り
の
時
期
で
す
。

特
に
石
灰
は
酸
性
の
矯
正
だ
け
で
な
く
、

梅
は
石
灰
の
吸
収
量
が
多
い
た
め
、
根
・

枝
・
葉
等
様
々
な
器
官
に
多
く
利
用
さ
れ

ま
す
。
毎
年
必
ず
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

堆
肥
（
牛
フ
ン
・
も
み
殻
堆
肥　

2
t
/
10
a
）
と
土
壌
改
良
剤
（
苦
土
入

り
セ
ル
カ
又
は
苦
土
石
灰　
100
～
120
kg
）

ミ
ツ
バ
チ
の
設
置・保
護
に
つ
い
て（
結

実
安
定
生
産
の
た
め
の
重
要
な
作
業
で

す
）

ミ
ツ
バ
チ
は
雨
の
降
ら
な
い
日
の
12
℃

以
上
・
風
速
が
３
m
以
下
で
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。

受
粉
不
良
園
で
は
、
必
ず
ミ
ツ
バ
チ
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
1
箱
／
10
a
）

•�

梅
の
開
花
期
間
中
（
貸
し
出
し
し
た
ミ

ツ
バ
チ
の
回
収
が
済
む
ま
で
）
は
、
ミ

ツ
バ
チ
保
護
の
た
め
、
農
薬
は
、
散
布

は
し
な
い
。

•�

一
度
置
い
た
場
所
は
絶
対
に
動
か
さ
な

いス
カ
シ
バ
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
!!

ス
カ
シ
バ
コ
ン
L　
（
50
～
100
本
／
10
a
）

ス
カ
シ
バ
コ
ン
の
設
置
面
積
は
、
当
初

に
比
べ
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
コ
ス
カ
シ
バ
の
被
害
が

各
地
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
農
家
1
人
1
人
の
設
置
が
重
要

で
す
。

産
地
全
体
の
設
置
で
効
果
が
高
ま
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。

被
害
の
ひ
ど
い
園
で
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
フ
ロ
ア
ブ
ル　
（
200
倍
／
開
花
期
ま
で

／
1
回
）
と
ス
カ
シ
バ
コ
ン
で
密
度
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

み
つ
ば
ち
保
護
の
お
願
い

回
収
日
の
朝
に
入
口
を
閉
め
る
と
、
写

真
の
よ
う
に
熱
さ
で
、
み
つ
ば
ち
が
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　
必
ず
、
回
収
日
の
夕
方
に
入
り
口
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
み
つ
ば
ち
の
設
置
期
間
中
は
、

農
薬
散
布
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

果
樹
柑
橘

◦
土
つ
く
り
と
樹
勢
回
復

近
年
、
夏
は
高
温
・
干
ば
つ
で
樹
勢
が

低
下
し
、
柑
橘
栽
培
に
お
い
て
大
変
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。
樹
勢
の
回
復

を
は
か
る
こ
と
は
来
春
の
着
花
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
葉
が
黄
化
し
て
い
る
園
で

は
有
機
堆
肥
の
投
入
や
客
土
を
行
っ
て
通

気
性
、
保
水
性
を
良
く
し
、
土
壌
が
乾
燥

し
た
ら
潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

土
壌
が
酸
性
に
な
る
と
肥
料
の
吸
収
が
悪

く
な
る
の
で
石
灰
を
投
与
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
冬
場
は
降
雨
が
少
な
く
夏
場
よ

り
も
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
乾
燥
状

態
乾
燥
状
態
が
続
く
と
落
葉
な
ど
樹
勢
の

低
下
を
招
き
、
春
の
着
花
が
少
な
く
な
る

な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
潅
水
を

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
中
晩
柑
類
の
収
穫
・
予
措
・
貯
蔵

中
晩
柑
は
貯
蔵
と
流
通
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
た
め
収
穫
前
ま
で
に
は
必
ず
腐
敗

防
止
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
果

実
の
取
り
扱
い
方
次
第
で
は
腐
り
や
虎
斑

症
を
助
長
し
ま
す
の
で
収
穫
時
に
は
注
意

し
て
採
果
し
、適
正
な
予
措・貯
蔵
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
表
1
）

ま
た
、
乾
燥
し
や
す
い
倉
庫
や
乾
燥
状

態
が
続
く
場
合
は
打
ち
水
な
ど
湿
度
を
保

表1　中晩柑類の最適貯蔵温湿度目安

品種 予措による 
減量歩合（%）

温度
（℃）

湿度
（%） 注意事項

伊予柑 35 67 85 換気不足に注意。

不知火 34 68 8590
貯蔵は新聞紙で包み、過乾燥に注意
し取り扱いは丁寧に。長期貯蔵の際
は鮮度保持フィルム等を活用。

ポンカン 34 56 85 高温多湿条件で予措戻り、す上がり
に注意。

甘夏 35 57 9095 ポリ個装がよい（乾燥で虎斑症多発）

八朔 不要 57 90 予措及び温度が 8℃以上になると虎
斑症を助長するので注意する。
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整
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
近
年
、
温
暖

な
気
候
が
続
い
て
い
る
影
響
で
ア
カ
マ
ル

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
発
生
が
多
い
状
況
で

す
。
剪
定
し
て
か
ら
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
防
除

を
行
う
こ
と
も
対
策
の
一
つ
で
す
。

◦
病
害
虫
の
防
除

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
（
特
に
サ
ン
ホ
ー
ゼ

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
）
の
発
生
し
て
い
る
園
地

で
は
収
穫
が
終
了
し
樹
勢
が
回
復
し
て
か

ら
マ
シ
ン
油
乳
剤
95
%
の
30
～
45
倍
又

は
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
、
ア
タ
ッ
ク
オ
イ

ル
60
倍
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

樹
勢
低
下
園
や
ゆ
ら
早
生
・
不
知
火
は
気

象
状
況
に
よ
り
枝
枯
れ
を
助
長
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
3
月
中
旬
に
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ

イ
ル
又
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
80
倍
を
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

野 

菜
ミ
ニ
ト
マ
ト

○
摘
果
（
花
）
作
業

1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
は
、
開
花
か

ら
収
穫
ま
で
の
日
数
が
栽
培
期
間
中
で
最

も
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、
着
果
負
担
が
大

き
く
、
草
勢
を
維
持
し
辛
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
対
策
と
し
て
、
適
期
収
穫
を
行
う

と
共
に
、
草
勢
に
合
わ
せ
た
摘
果
（
花
）

作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
ア
イ
コ
で
は
2
月
以
降
に
開
花
す

る
房
を
摘
果
（
花
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

春
先
に
収
穫
す
る
果
実
の
肥
大
を
促
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
裂
果

対
策
と
し
て
は
、
草
勢
の
強
弱
を
無
く

し
、
適
期
収
穫
に
努
め
る
と
共
に
、
結
露

対
策
と
し
て
、
早
朝
の
加
温
に
よ
り
温
度

差
を
無
く
し
、
さ
ら
に
循
環
送
風
機
等
で

ハ
ウ
ス
内
の
空
気
を
対
流
さ
せ
る
こ
と

や
、
朝
の
換
気
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
節
す

る
な
ど
の
対
策
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
共
通
】

○
病
害
虫
対
策

摘
葉
を
適
期
に
行
な
う
こ
と
で
、
葉
か

び
病
等
の
病
気
の
予
防
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
の
害
虫
の
卵
や
幼
虫

を
施
設
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
で
、
発
生
密

度
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

果
実
に
光
が
良
く
当
た
る
こ
と
に
よ
る
果

実
肥
大
の
促
進
、着
色
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
、

着
色
ム
ラ
の
軽
減
、
糖
度
の
上
昇
、
さ
ら

に
は
農
薬
が
よ
り
掛
か
り
や
す
く
な
る
な

ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

病
害
虫
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
で
も

定
期
的
な
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
循
環
送
風
機
の
使
用
は
予
防

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
病
害
が
発
生
し
て

か
ら
は
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
黄
化
葉
巻
病

施
設
で
越
冬
し
、
春
先
に
再
発
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
必
ず
予
防
的
な
薬
剤

散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

黄
化
葉
巻
病
が
発
病
し
た
場
合
は
、
直

ち
に
株
元
か
ら
切
断
又
は
引
き
抜
き
、
地

中
へ
埋
め
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
密
閉
し

て
燃
え
る
ゴ
ミ
へ
出
す
な
ど
適
正
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
葉
か
び
病
・
す
す
か
び
病

草
勢
の
弱
り
や
ハ
ウ
ス
内
湿
度
が
高
く

な
る
と
発
生
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
適
度

な
換
気
に
努
め
る
と
共
に
早
め
の
摘
葉
等

を
行
い
、
予
防
的
な
薬
剤
散
布
も
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
置
き
型
し
な
も
ん
に
つ
い
て
も

年
明
け
に
必
ず
残
量
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

⑶
う
ど
ん
こ
病

草
勢
の
弱
り
や
ハ
ウ
ス
内
の
乾
燥
が

原
因
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

予
防
的
な
薬
剤
散
布
も
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

ピ
ー
マ
ン

◦
湿
度
管
理

加
温
機
の
稼
働
時
間
が
長
く
な
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥
し
、
果
実
肥
大
や

交
配
、
光
合
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
ま
た
、
草
勢
の
低
下
や
乾
燥
は
う
ど

ん
こ
病
の
発
生
を
誘
発
し
ま
す
の
で
、
天

気
の
良
い
日
は
畝
間
に
軽
く
潅
水
を
行
う

な
ど
、
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

◦
温
度
管
理

午
前
中
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
高
く
（
25

～
30
℃
）
保
ち
、
夜
温
は
17
℃
以
上
（
設

定
温
度
17‌

．‌5
℃
）
で
管
理
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
根
が
畝
間
ま
で
伸
び
て
い
ま
す

の
で
、
乾
燥
防
止
と
地
温
確
保
の
た
め
畝

間
に
堆
肥
等
を
必
ず
敷
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
整
枝

内
向
枝
を
整
理
し
、
主
枝
中
心
の
整
枝

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
収
穫

樹
へ
の
負
担
を
考
え
、
M
級
中
心
に

収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
天
敵
放
飼
園

今
後
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
な
る
べ
く
発
生
初
期
の
防
除
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
防
除
薬
剤
は
、
ウ
ラ

ラ
D
F
（
2,000
～
4,000
倍
／
収
穫
前
日
ま
で

／
2
回
以
内
）等
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
天
敵
で
あ
る
コ
レ
マ
ン
ア

ブ
ラ
バ
チ
や
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ
の
放
飼
も
効

果
的
で
す
。

ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
や
ク
ロ
テ
ン
コ

ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
発
生
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
す加

温
機
の
稼
働
時
間
が
長
く
な
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
夜
温
の
低
下
や
日
照
不
足
が

果
実
の
肥
大
や
光
合
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
今
後
は
乾
燥
、
温
度
、
日
照
管

理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ナ
ス
は
特
に
水
分
が
必
要
な
作
物
で

す
。
少
量
多
回
数
の
潅
水
で
適
度
な
水
分

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

※
単
為
結
果
品
種
：
鶴
丸

草
勢
が
弱
い
品
種
な
の
で
着
果
負
担
に

よ
る
草
勢
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
特
に
追
肥

遅
れ
と
潅
水
不
足
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

対
策
と
し
て
、発
根
促
進
剤
等
を
施
用
し
、

水
や
肥
料
を
吸
収
で
き
る
新
根
の
発
生
を

促
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
引
き
続
き
強
め
の
草
勢
管
理
に

よ
り
、
異
形
果
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合

は
、
随
時
摘
果
し
、
草
勢
維
持
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
は
、
系
統
の
異

な
る
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
し
、
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予
防
防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
に
は
粘
着
シ
ー

ト
の
設
置
も
効
果
的
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ

摘
心
は
葉
が
混
み
合
っ
て
い
れ
ば
1
節

止
め
に
し
、
過
剰
な
摘
葉
は
避
け
、
収
穫

果
が
見
え
る
程
度
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

追
肥
の
量
は
少
な
め
で
、
雌
花
数
に
応
じ

て
増
減
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

果
実
肥
大
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
は
全
体

的
に
温
度
を
上
げ
、
肥
大
を
促
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
温
度
を
上
げ
る
た
め
に
潅
水

量
も
増
や
し
、
通
路
は
乾
か
し
す
ぎ
な
い

程
度
に
し
て
下
日
中
（
9
時
～
14
時
）
は

ハ
ウ
ス
内
温
度
を
28
～
30
度
を
維
持
し
、

14
時
以
降
は
徐
々
に
下
げ
、
夜
間
は
最
低

13
度
に
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ

い
。
曇
雨
天
時
は
日
中
23
度
に
設
定
し
、

葉
つ
ゆ
を
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
は
、
べ
と
病
・
灰
色
か
び
病
を
中

心
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

◦
防
除
薬
剤

花
蕾
発
生
時
期
に
降
雨
が
多
い
と
、
べ

と
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
予

防
散
布
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

•�

べ
と
病
…
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　

（
2,000
倍
／
収
穫
3
日
前
ま
で
／
3
回
以

内
）

◦
追
肥

花
蕾
の
大
き
さ
が
500
円
玉
程
度
の
時

に
、
N
K
化
成
2
号
を
10
a
当
た
り
2

袋
程
度
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
早
す
ぎ
る

追
肥
は
、
異
常
花
蕾
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
潅
水

低
温
乾
燥
に
よ
り
、
収
穫
時
期
は
遅

れ
ま
す
。
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
出
来

る
だ
け
午
前
中
に
潅
水
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
収
穫

雨
天
の
収
穫
は
、
必
ず
水
分
を
取
り
除

き
（
乾
か
す
）
箱
詰
め
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。し
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
選
び
収
穫
し
、

取
り
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

豆
類

○
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ

潅
水
は
出
来
る
だ
け
晴
天
の
日
の
午
前

中
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
畝
間
潅
水
は
過

湿
と
な
り
根
痛
み
や
べ
と
病
、
さ
び
病
の

発
生
の
原
因
に
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

潅
水
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
潅
水
し
て
く
だ

さ
い
。

◎�

空
気
莢
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト

•�

朝
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
上
昇
を
待
っ

て
か
ら
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

•�

日
中
（
特
に
午
前
中
）
の
温
度
確
保

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

•�

夕
方
も
早
め
に
閉
め
て
温
度
確
保
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

閉
め
切
る
と
灰
色
か
び
病
や
べ
と
病
等

が
発
生
し
や
す
く
な
る
で
定
期
的
な
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
キ
ヌ
サ
ヤ

紀
州
サ
ヤ
美
人
は
高
温
に
弱
く
草
勢
も

弱
い
品
種
で
す
の
で
、
こ
ま
め
な
追
肥
と

適
期
収
穫
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
栽
培
管
理

風
通
し
を
良
く
し
、
光
が
良
く
当
た
る

よ
う
に
不
要
な
枝
は
草
勢
を
見
な
が
ら
早

期
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
蔓

下
げ
を
す
る
場
合
、
一
度
に
蔓
を
下
げ
る

と
極
端
に
草
勢
が
低
下
し
ま
す
。
誘
引
紐

を
緩
め
、
自
然
に
蔓
の
重
み
で
下
が
る
程

度
と
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
病
害

例
年
1
・
2
月
の
降
雨
後
に
灰
色
か
び

病
等
、
病
気
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
薬
剤
散
布
を
行
い
予
防
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

に
ん
に
く

水
が
溜
ま
り
や
す
い
排
水
不
良
園
で

は
、
春
腐
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
防
除
及
び
排
水
対
策
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
気
温
が
高
く
な
っ
て
く
る

と
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
に
も
注
意
し
適
期

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

春
腐
病　
I
C
ボ
ル
ド
ー
66
D
（
50
倍

／
発
病
前
〜
発
病
初
期
／– 
）

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ネ
ギ
コ
ガ

ハ
チ
ハ
チ
乳
剤
（
1,000
倍
／
7
日
前
ま
で
／

2
回
以
内
）

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
（
4,000
倍
／
前
日

ま
で
／
2
回
以
内
）

※�
玉
出
荷
限
定
の
薬
剤
で
す
。
ニ
ン
ニ
ク

の
芽
を
出
荷
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
上

記
の
薬
剤
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

花
き
類
全
般

ス
タ
ー
チ
ス

ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
る
こ
と
が
多
く
な
る

と
、
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
多
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
灰
色
か
び
病
は

一度
発
生
す
る
と
防
除
が
難
し
く
な
る
た

め
、
発
生
前
の
予
防
を
重
点
的
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
日
中
は
換
気
や
送
風
を
十
分

に
行
い
、
湿
度
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
散
布
で
は
系
の

違
う
農
薬
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
す
る

こ
と
で
薬
剤
抵
抗
性
が
つ
か
な
い
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
枯
死
し
た
葉
も

灰
色
か
び
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ス
ミ
ソ
ウ

2
番
花
の
仕
立
て
で
は
、
伸
び
て
き
た

芽
で
生
育
の
揃
っ
た
4
本
程
を
残
し
て
整

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
芽
が
伸
長
し
て

き
た
こ
ろ
に
換
気
を
始
め
ま
す
が
、
急
激

に
行
う
と
株
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
生
育
に

影
響
が
出
る
た
め
、
直
接
風
が
当
た
ら
な

い
よ
う
に
徐
々
に
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ビ
ニ
ー
ル
除
去
後
は
害
虫
の
発
生
に

注
意
し
、
早
め
の
防
除
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

現
在
配
布
し
て
お
り
ま
す
。『
令
和
８
年
度
梅
病

害
虫
防
除
暦
』
に
お
き
ま
し
て
、
休
眠
期
の
キ
ク
イ

ム
シ
に
散
布
す
る
ガ
ッ
ト
キ
ラ
ー
が
ガ
ッ
ト
カ
ラ
ー

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
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